
 

SPring-8/SACLA Information／Vol.24 No.1 FEBRUARY 2019 88 

USER LOUNGE･LETTERS FROM USERS 

SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）四季報 
 

SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）会長 
関西学院大学 理工学部 

水木 純一郎 
 
 
 少し遅くなりましたが、明けましておめでとうご
ざいます。第2回目の「SPRUC四季報」をお送りい
たします。去年暮れには、いよいよ東北放射光施設
計画に対して本格的に予算が付くことが報告され、
日本にも第三世代の中型放射光施設の実現が見えて
きました。これを受け、SPring-8-II 計画が具体的な
時間軸を考えたものになるでしょう。SPring-8 が、
現在、および将来ともに国際的な研究競争を有利に
進め、ユーザーにとって利用しやすい施設となるた
めにも SPRUC としてもこの計画に積極的にかかわ
っていくことが重要です。しかし、ビームラインや
エンドステーションの高性能化・高度化は、これか
らも時間が途切れることなく進めていかなければい
けません。 
 前号で報告しました、理研-JASRI-SPRUC 3者の
それぞれのマネージメントレベルの研究者が集まっ
た定期的な会合を夏以降では、10 月 2 日、11 月 7
日、12月 18日の 3回開催し、上記課題を中心に話
し合いを持ちました。今回の四季報では、3者会合や
SPRUC内の議論において、高性能化・高度化の現状
と SPRUC 内の企画案、SPring-8 シンポジウムの準
備状況についてお知らせします。 
 
1. ビームラインの高性能化・高度化に向けた動き 
 前号で、BL高性能化検討作業部会から放射光利用
の今後の方向性として、（1）既存計測の自動化・汎
用化、（2）既存計測の技術の高性能化による科学・
技術の連続的発展、（3）既存技術では実現できない
新しい計測技術による革新的な理工学の開拓、の 3
つのカテゴリーに分けられることが報告されたこと
を紹介しました。これらの流れを受け、施設側では､
SPring-8-IIも見据えながら､共用・理研・専用施設を

含むビームライン全体の再編の議論がはじまってい
ます。まず施設としての粗いたたき台を作り、それ
をSPRUCと共有することによってSPRUC側からの
ニーズのインプットを募るという段取りです。この
ためにSPRUCとしては、今後SPRUC幹事会での議
論を経て、2018年度末の3月にSPRUC会員全体に
向けた議論の場を設けることを計画しています。ぜ
ひ多くのSPRUC会員の方がこの議論に参加され、ユ
ーザーの意見が反映されたビームラインの高性能
化・高度化が進むことを期待しています。さらに、
これらの課題について継続的な議論の中心的役割を
担うようになったSPring-8シンポジウム、特にパネ
ルディスカッションでは施設の状況に関しての議論
を継続的に発展できており、より充実したものにす
るために、今年は早めに準備を進めています。この
パネルディスカッションについてご要望があれば
SPRUC事務局までご連絡をお願いいたします。 
 
2. SPring-8シンポジウム2019の開催計画 
 2019年のSPring-8シンポジウムは、8月30日（金）、
31日（土）に岡山大学で開催されます。広島で開催
された前々回、姫路で開催された前回のパネルディ
スカッションを経て、SPRUC内の議論が継続的に発
展してきています。次回のシンポジウムではさらに
議論を進めるために例年より早めに準備を開始して
います。良い企画等ありましたら研究会代表を通し
てご提案いただきたいと思います。今後の施設への
働きかけに役割が大きくなるシンポジウムですので、
皆様のスケジュール表にご予定おきください。シン
ポジウムのタイトル、詳細なプログラムは実行委員
会を中心に議論されますので、決まり次第ご報告す
るようにいたします。 
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3. お詫び 
 既にご存知のことと思いますが、第 8 回 SPRUC
評議員選挙において、事務的なミスのために再選挙
することになりました。皆様には大変ご迷惑をお掛
けしましたことをお詫びいたします。今後はこのよ
うなことのないように細心の注意を払って SPRUC
運営に励みたいと思います。 
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